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【特許】
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図2. 植物を守る微生物の電子顕微鏡写真

図1. 植物病原菌から種子を守る微生物

・有用微生物を用いた微生物農薬の開発
■ 植物を病気にする植物病原菌を抑制する微生物を自然界より単離

し、それら抑制微生物を農業利用することで化学農薬の使用量を減ら
すことが可能である。

右の写真は、植物の種子を、特殊な微生物でコーティングすることに
より、植物病原菌から守っている様子を示している（図１）。写真（A）の

黒丸で囲んだ種子は、コーティングされていないので、植物病原菌に
覆われているが、右側の種子はコーティングした微生物に守られてい
るので、病原菌が近付くことができず大きな阻止円が形成されている。
下側の写真（B)は、種子の表面にコーティングした微生物の電子顕微
鏡写真である。植物を守る微生物が小さな粒状に見えている（図２）。

このような抑制作用が畑の土壌中で起こると、植物の根が守られ病
気にならなくなると考えられる。

■ 自然界からスクリーニングされた植物病原菌を抑制する有用微生
物を、米糠やオカラのような食品性廃棄物などを用い、安価に大量培
養する技術開発を行うことを試みている。

これらの技術の組み合わせにより、有用微生物の植物病原菌抑制
作用に加えて米糠やオカラの肥料効果、そして、廃棄物の有用資源へ
の変換という３つの効果が生じ、結果として都市と農村との循環を取り
戻す資材が誕生する。（論文１、2、３）

・微生物燃料電池（MFC）を用いた排水処理に関する研究
活性汚泥法という従来の排水処理では、排水中の有機物を除去する
過程で、微生物菌体の増加による余剰汚泥の発生という問題が生じる。
そこで、微生物が有機物を酸化的に分解する際に発生する還元力の内、
電子をワイヤーで外部に導き、同時に発生するプロトンを陽イオン交換
膜を通し、カソード側で酸素を用い、電子とプロトンから水を発生させる
いわゆる燃料電池を形成することで、電力の発生をともない、菌体の増
殖も少ない、水処理への応用を試みている。
微生物燃料電池に用いる微生物として、電極との親和性が高い微生
物や、電極上にバイオフィルムを形成することで、発生電力量が上がる
微生物などMFCに適した微生物の単離、特性解析を行っている。

●研究テーマ URL: http://research.kindai.ac.jp/profile/
ja.755198793d382ee4.html 

●研究概要
循環型社会に向けて未利用有機資源の有効利用に役立
つ微生物の単離と環境浄化への応用に関する研究をしてい
ます。具体的には、植物病原菌を抑制する微生物を用いた
微生物農薬、排水中の有機物を電気に変換する微生物燃料
電池に関する研究を行っています。


